


















































2. 南方官術

南方官術は方四町II期官術の南に、正殿やその周辺の主要建物と同等か、より規模が大きい建物により構成され

ている。建物の北側は「外溝」としたSD2000溝跡（註14)により遮蔽されており、その南側に整然と並んでいる。

便宜上、東地区と西地区に分けているが、どのようなまとまりになって機能していたかについては明らかではない。

［南方官街西地区］

SB1277建物跡（第85次•第133、136図）

桁行8間、総長19.6m（身舎部分柱間寸法240~278cm、平均260cm、廂部分柱間寸法185~218cm、平均199cm)、

梁行5間、総長llm（身舎部分柱間寸法190~225cm、平均207cm、廂部分柱間寸法227~257cm、平均240cm)の東

西棟の四面廂付建物跡で、梁行の方向はN-2
°

-Eである。柱穴は一辺62~142cmの隅丸長方形、隅丸方形、ある

いは不整方形を呈する。柱痕跡は身舎で直径23~3lcm、廂で直径18~3lcmである。柱穴の深さは廂で14~24cmで

ある。柱穴掘り方の埋土や柱痕跡には炭化物や焼士は含まれていない。

SB1278 · 1280建物跡、SA1283材木列を切っている。
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S82010建物跡（第138次•第133、 137固）

桁行10間、 総長21m（身舎部分柱間寸法200~220cm、 平均210cm)、 梁行5間、 総長10.8m（身舎部分柱間寸法210

~220cm、 平均220cm、 廂部分柱間寸法200 · 220cm)の南北棟で、 東西に廂を有する建物跡である。方向は身舎の

東桁行でN-3
°

-Wである。身舎の柱穴は一 辺85~120cmの隅丸方形で、 柱痕跡は直径25~38cmの円形または楕

円形である。身舎は北から2間のところで仕切られている。柱穴掘り方や柱痕跡は、 身舎が廂に比べてやや大きく

なっている。柱痕跡は木質の材が残っているもの(NllE2柱穴）がある。また各柱穴の柱は抜き取り、 あるいは切

り取りを受けており、 柱下部が地中に残ったもの(N10E2柱穴）もある。

遺物は掘り方中では、 N7Elから器種は不明であるが外面に二条の墨痕のある土師器C-916底部片（第134図7、

写真図版772)、 N3E3からは長さ5.5cmの頂部が平坦なN-110釘（写真図版772)が、 N4W2からも長さ9.5cmの釘状

の鉄製品N-109（写真図版772)が出士している。抜き取り穴ではN5E2から高さ6.5cm以上の円面硯、 N6Elからは

底部回転ヘラ切り後に手持ちヘラケズリされた須恵器E-456杯（第134図1 )、 N6W2からは長さ4.5cmの釘状の鉄製

品N-108（写真図版772)、 N9E2からは回転ヘラ切り痕跡が観察される須恵器E-458杯（第134図4)、 NllE2から

は宝珠形のツマミを有する大形の須恵器E-466蓋の破片（写真図版772)、 NllE3からは内部に緑色の鉱物を含むK

-253鉱石（写真図版772)が出士している。このほかNllE2の抜き取り穴からは、 底部に回転ヘラ切り後手持ちヘラ
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図版 登録
種別 器形

出土地点
法慧 (cm) 外面調整 内面調整 備考

調査 写其
番号 番号 出土遺構 層位 次数 図版

I E-456 須恵器 杯 SB2010N6EI 杖きぼり穴 器高4] 口径12.0 底径74 n紺鵠・体昴E9ntf、g忍月伝へうケズリ→手持ちへうケズリ 口縁部 体部 ロクロナデ Il lb 138 772 

2 E-467 須恵器 杯 SBill!ObKIOE2 抜き〖りク： 器翡36 口径13.6 底径72 口緑菰，体菰0クロナデ，底菰ヘラ切り→圃転ヘラケズリ 口縁部・体部 ロクロナデ Il lb 138 772 

3 E-451 須恵器 杯 SB20IONIIE3 杖さ取り穴 器高44 口径15.0 底径7.0 口縁都、体蔀ロクロナデ、底郎手持ちヘラケズリ 口縁部・体部 ロクロナデ Il lb 138 772 

4 E-458 須恵器 杯 SB2010bN9E2 伐き取り 残存麻25 底径9.6 体菰nクnナデ→ナデ、底菰目転へう切り→へうナデ→ナデ 体部ロクロナデ Ill 138 772 

5 E-453 須恵器 杯 SB2010NIOE2 伐き取り 器高36 口径147 底径78 口縁菰体器ロクロナデのちヘラケズリ、底蔀ケズリ 口縁部・体部 ロクロナデ Il lb 138 772 

6 E-452 須忠器 杯 SB⑳JObKJOE2 杖き取り 器麻36 口径13I 底径70 口縁部 体郎ロクロナデ、底部回転ヘラ切り 口縁部・体部 ロクロナデ Il lb 138 772 

7 C-916 土師器 坪 SB:!l!ON7El 柱穴併 長さ57 一条の屋痕あり 黒色処理 A 138 772 

第134図 SB2010 出土遺物
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